
(57)【要約】

【課題】　コンデンサを実装する基板を設計する際に新

たに制限を加えることなく、基板から発せられる音鳴り

を低減することが可能なセラミックコンデンサの実装構

造及びセラミックコンデンサを提供する。

【解決手段】セラミックコンデンサＣ１は、セラミック

焼結体１０と、セラミック焼結体１０の外表面に形成さ

れた端子電極２、３とを備える。端子電極２、３は金属

端子３０、４０を介して基板Ｓ上に形成されたランドＡ

１、Ｂ１と電気的に接続される。金属端子３０、４０は

ぞれぞれ、端子電極２、３に機械的に接続されるコンデ

ンサ接続部３１、４１と、ランドに機械的に接続される

端子部３２、４２と、コンデンサ接続部３１、４１及び

端子部３２、４２を電気的に接続する中間部３３、４３

とを有する。金属端子３０、４０のコンデンサ接続部３

１、４１は、基板Ｓと平行である。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 と 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 内 に お い て セ ラ ミ ッ ク を 介 し て 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 第 １ 及
び 第 ２ の 内 部 電 極 と 、
　 前 記 第 １ の 内 部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 外 表 面 に 形 成 さ れ
た 第 １ の 端 子 電 極 と 、
　 前 記 第 ２ の 内 部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 外 表 面 に 形 成 さ れ
た 第 ２ の 端 子 電 極 と 、 を 備 え た セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 第 １ 及 び 第 ２ の ラ ン ド 電 極 が 形 成
さ れ た 基 板 に 実 装 す る 実 装 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 端 子 電 極 は 、 第 １ の 金 属 端 子 を 介 し て 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ の ラ
ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 端 子 電 極 は 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ の ラ ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続
さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 金 属 端 子 は 、 前 記 第 １ の 端 子 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 １ の コ ン デ ン サ 接
続 部 と 、 前 記 第 １ の ラ ン ド 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 １ の 端 子 部 と 、 前 記 第 １ の コ ン デ
ン サ 接 続 部 及 び 前 記 第 １ の 端 子 部 を 接 続 す る 第 １ の 中 間 部 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 金 属 端 子 の 前 記 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 が 前 記 基 板 と 平 行 で あ る こ と を 特 徴
と す る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 端 子 電 極 は 、 第 ２ の 金 属 端 子 を 介 し て 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ２ の ラ
ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 金 属 端 子 は 、 前 記 第 ２ の 端 子 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ の コ ン デ ン サ 接
続 部 と 、 前 記 第 ２ の ラ ン ド 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 端 子 部 と 、 前 記 第 ２ の コ ン デ
ン サ 接 続 部 及 び 前 記 第 ２ の 端 子 部 を 接 続 す る 第 ２ の 中 間 部 と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 金 属 端 子 の 前 記 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 が 前 記 基 板 と 平 行 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 金 属 端 子 の 前 記 第 １ の 端 子 部 は 前 記 基 板 に 平 行 で あ り 、 且 つ 、 前 記 基 板 に 直
交 す る 方 向 で 見 て 前 記 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 と 対 向 す る 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 金 属 端 子 の 前 記 第 １ の 端 子 部 は 前 記 基 板 に 平 行 で あ り 、 且 つ 、 前 記 基 板 に 直
交 す る 方 向 で 見 て 前 記 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 と 対 向 す る 部 分 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 金 属 端 子 の 前 記 第 ２ の 端 子 部 は 前 記 基 板 に 平 行 で あ り 、 且 つ 、 前 記 基 板 に 直
交 す る 方 向 で 見 て 前 記 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 と 対 向 す る 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ 記 載 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 複 数 で あ っ て 、
　 前 記 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 前 記 第 １ の 端 子 電 極 が 、 前 記 第 １ の 金 属 端 子 を 介 し て 前
記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ の ラ ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 前 記 第 ２ の 端 子 電 極 は 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 前 記 第
２ の ラ ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ っ て 、 前 記 基 板 に 実 装 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 記 載 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 の 対 向 方 向 が 前 記 基 板 と 平 行 で あ る よ う に 前 記 セ ラ ミ ッ ク
コ ン デ ン サ が 前 記 基 板 に 実 装 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か 一 項 記 載
の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 と 、
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　 前 記 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 内 に お い て セ ラ ミ ッ ク を 介 し て 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 第 １ 及
び 第 ２ の 内 部 電 極 と 、
　 前 記 第 １ の 内 部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 外 表 面 に 形 成 さ れ
た 第 １ の 端 子 電 極 と 、
　 前 記 第 ２ の 内 部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 外 表 面 に 形 成 さ れ
た 第 ２ の 端 子 電 極 と 、 を 備 え た セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 端 子 電 極 に は 、 金 属 端 子 が 機 械 的 に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 金 属 端 子 は 、 前 記 第 １ の 端 子 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る コ ン デ ン サ 接 続 部 と 、 前 記
コ ン デ ン サ 接 続 部 と 平 行 な 端 子 部 と 、 前 記 コ ン デ ン サ 接 続 部 及 び 前 記 端 子 部 を 電 気 的 に 接
続 す る 中 間 部 と を 有 し 、
　 前 記 金 属 端 子 の 前 記 コ ン デ ン サ 接 続 部 が 基 板 と 平 行 で あ る よ う に 、 前 記 基 板 に 実 装 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ 。
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 及 び セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ に 電 圧 を 印 加 す る と 、 セ ラ ミ ッ ク の 電 歪 効 果 に よ り セ ラ ミ ッ ク 焼
結 体 に 印 加 電 圧 に 応 じ た 大 き さ の 機 械 的 歪 み が 生 じ る 。 し た が っ て 、 交 流 電 圧 を 印 加 し た
場 合 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ に お い て 振 動 が 発 生 し て し ま う 。 こ う し た 振 動 は 、 当 該 セ ラ
ミ ッ ク コ ン デ ン サ が 実 装 さ れ て い る 基 板 に 伝 播 す る た め 、 基 板 に お い て 音 鳴 り の 問 題 が 発
生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 基 板 の 音 鳴 り を 低 減 す る た め に 、 基 板 の 表 面 及 び 裏 面 そ れ ぞ れ に 、 基 板 を 挟 ん
で 対 称 と な る よ う に 一 対 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 実 装 す る 構 造 が 検 討 さ れ て い る （ 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。 特 許 文 献 １ に 記 載 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 基 板 を 挟 ん で
対 称 と な る よ う に 一 対 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 基 板 の 表 面 及 び 裏 面 そ れ ぞ れ に 実 装 す る
こ と に よ り 、 各 コ ン デ ン サ で 発 生 し た 振 動 を 基 板 に お い て 打 ち 消 し 合 い 音 鳴 り を 抑 制 し て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ２ ０ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ っ て 音 鳴 り を 低
減 す る た め に は 、 基 板 の 表 裏 両 面 に セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 対 称 と な る よ う に 実 装 し な け
れ ば な ら な い 。 そ の た め 、 コ ン デ ン サ を 実 装 す る 基 板 を 設 計 す る 自 由 度 が 制 限 さ れ て し ま
う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 コ ン デ ン サ を 実 装 す る 基
板 に 対 す る 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ と な く 、 基 板 か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と
が 可 能 な セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 及 び セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 は 、 コ ン デ ン サ を 実 装 す る 基 板 に 対 す る 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ と な く 、 基
板 か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 な セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 及 び セ
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ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ に つ い て 鋭 意 検 討 を 行 っ た 結 果 、 基 板 に 対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動 が 音
鳴 り に 対 し て 支 配 的 で あ る と い う 事 実 を 新 た に 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 者 は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 振 動 の う ち 、 基 板 に 対 し て 平 行 な 方 向 の
振 動 が 基 板 に 伝 わ る こ と を 抑 制 し 、 且 つ 基 板 に 伝 わ る 振 動 を 主 に 基 板 に 対 し て 垂 直 な 方 向
の 振 動 と な る よ う に す る こ と で 、 基 板 か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が で き る セ ラ
ミ ッ ク コ ン デ ン サ 及 び そ の 実 装 構 造 に 思 い 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ う し た 事 実 に 対 し 、 特 許 文 献 １ で は 、 基 板 に 伝 え る 振 動 の 方 向 を 考 慮 す る こ と に つ い
て 何 の 検 討 も な さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 検 討 結 果 を 踏 ま え 、 本 発 明 に よ る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 は 、 セ ラ
ミ ッ ク 焼 結 体 と 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 内 に お い て セ ラ ミ ッ ク を 介 し て 対 向 す る よ う に 配 置 さ
れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 と 、 第 １ の 内 部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ セ ラ ミ ッ ク 焼 結
体 の 外 表 面 に 形 成 さ れ た 第 １ の 端 子 電 極 と 、 第 ２ の 内 部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ セ ラ
ミ ッ ク 焼 結 体 の 外 表 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 端 子 電 極 と 、 を 備 え た セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を
第 １ 及 び 第 ２ の ラ ン ド 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板 に 実 装 す る 実 装 構 造 で あ っ て 、 第 １ の 端 子 電
極 は 、 第 １ の 金 属 端 子 を 介 し て 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の ラ ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ
て お り 、 第 ２ の 端 子 電 極 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の ラ ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て
お り 、 第 １ の 金 属 端 子 は 、 第 １ の 端 子 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部
と 、 第 １ の ラ ン ド 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 １ の 端 子 部 と 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 及
び 第 １ の 端 子 部 を 接 続 す る 第 １ の 中 間 部 と を 有 し 、 第 １ の 金 属 端 子 の 第 １ の コ ン デ ン サ 接
続 部 が 基 板 と 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 第 １ の 端 子
電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る の は 第 １ の 金 属 端 子 の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 で あ り 、 当 該 第
１ の コ ン デ ン サ 接 続 部 は 基 板 と 平 行 で あ る 。 し た が っ て 、 第 １ の 金 属 端 子 を 伝 っ て 基 板 に
伝 わ る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 振 動 は 主 に 基 板 に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 で あ り 、 基 板 に
対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動 が 基 板 に 伝 わ る こ と は 抑 制 さ れ る 。 そ の 結 果 、 基 板 か ら 発 せ ら れ
る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 、 金 属 端 子 を 介 し
て 基 板 に 実 装 さ れ る だ け で あ り 、 コ ン デ ン サ を 実 装 す る 基 板 を 設 計 す る に 際 し 新 た な 制 限
を 設 け る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の 端 子 電 極 は 、 第 ２ の 金 属 端 子 を 介 し て 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の ラ ン ド 電 極 と 電
気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 第 ２ の 金 属 端 子 は 、 第 ２ の 端 子 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ の
コ ン デ ン サ 接 続 部 と 、 第 ２ の ラ ン ド 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 端 子 部 と 、 第 ２ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 及 び 第 ２ の 端 子 部 を 接 続 す る 第 ２ の 中 間 部 と を 有 し 、 第 ２ の 金 属 端 子 の 第
２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 が 基 板 と 平 行 で あ っ て も よ い 。 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 第 ２ の 端 子
電 極 が 第 ２ の 金 属 端 子 を 介 し て 基 板 上 の 第 ２ の ラ ン ド 電 極 と 上 記 の よ う な 構 造 で 接 続 さ れ
て い る 場 合 、 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 の 第 １ の 端 子 部 は 基 板 に 平 行 で あ り 、 且 つ 、 基 板 に 直 交 す る 方 向 で 見 て
第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 と 対 向 す る 部 分 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続
部 と 第 １ の 端 子 部 と が 対 向 す る こ と に よ り 、 第 １ の 金 属 端 子 は 弾 性 力 を 有 し 、 セ ラ ミ ッ ク
コ ン デ ン サ の 振 動 を 吸 収 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の 結 果 、 基 板 か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を
よ り 一 層 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 あ る い は 、 第 １ の 金 属 端 子 の 第 １ の 端 子 部 は 基 板 に 平 行 で あ り 、 且 つ 、 基 板 に 直 交 す る
方 向 で 見 て 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 と 対 向 す る 部 分 を 有 し 、 第 ２ の 金 属 端 子 の 第 ２ の 端 子
部 は 基 板 に 平 行 で あ り 、 且 つ 、 基 板 に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 と 対 向
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す る 部 分 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 コ ン デ ン サ 接 続 部 と 端 子 部 と が 対 向 す る こ と に よ り 、
第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 端 子 は 弾 性 力 を 有 し 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 振 動 を 吸 収 す る こ と が
可 能 と な る 。 そ の 結 果 、 基 板 か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を よ り 一 層 低 減 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 複 数 で あ っ て 、 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 第 １ の 端 子 電 極 が 、
第 １ の 金 属 端 子 を 介 し て 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の ラ ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り
、 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 第 ２ の 端 子 電 極 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の ラ ン ド 電 極 と
電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ っ て 、 基 板 に 実 装 さ れ て い て も よ い 。 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
を 複 数 実 装 す る こ と で 、 高 容 量 化 が 可 能 と な る 。 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ が 複 数 で あ
っ て も 、 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 の 対 向 方 向 が 基 板 と 平 行 で あ る よ う に セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ が
基 板 に 実 装 さ れ て い て も よ い 。 こ の よ う に 実 装 さ れ て い る 場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極
の 対 向 方 向 の 振 動 は 、 金 属 端 子 の コ ン デ ン サ 接 続 部 に 対 し て 平 行 と な る た め 、 金 属 端 子 を
伝 わ り に く い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 と 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 内 に お
い て セ ラ ミ ッ ク を 介 し て 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 と 、 第 １ の 内
部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 外 表 面 に 形 成 さ れ た 第 １ の 端 子 電 極 と
、 第 ２ の 内 部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 外 表 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ の
端 子 電 極 と 、 を 備 え た セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ で あ っ て 、 第 １ の 端 子 電 極 に は 、 金 属 端 子 が
機 械 的 に 接 続 さ れ て お り 、 金 属 端 子 は 、 第 １ の 端 子 電 極 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る コ ン デ ン サ
接 続 部 と 、 コ ン デ ン サ 接 続 部 と 平 行 な 端 子 部 と 、 コ ン デ ン サ 接 続 部 及 び 端 子 部 を 電 気 的 に
接 続 す る 中 間 部 と を 有 し 、 金 属 端 子 の コ ン デ ン サ 接 続 部 が 基 板 と 平 行 で あ る よ う に 、 基 板
に 実 装 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 、 金 属 端 子 の コ ン デ ン サ 接 続 部 が 基 板 と 平 行 で あ る よ う
に 、 基 板 に 実 装 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 金 属 端 子 を 伝 っ て 基 板 に 伝 わ る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ
ン サ の 振 動 は 主 に 基 板 に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 と な る た め 、 基 板 か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り
を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 上 記 の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 金 属 端 子 を 介 し て 基
板 に 実 装 す る こ と が で き 、 コ ン デ ン サ を 実 装 す る 基 板 を 設 計 す る に 際 し 新 た な 制 限 を 設 け
る 必 要 は な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 コ ン デ ン サ を 実 装 す る 基 板 に 対 す る 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ と な く
、 基 板 か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 な セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 及
び セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、
説 明 に お い て 、 同 一 要 素 又 は 同 一 機 能 を 有 す る 要 素 に は 、 同 一 符 号 を 用 い る こ と と し 、 重
複 す る 説 明 は 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 は 、 本 発 明 に
係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 含 ん で 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ を 参 照 し て 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に つ い て 説 明 す
る 。 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ
る 。 図 １ に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ 内 の セ ラ ミ ッ ク に 相 当 す る 領 域 の ハ ッ チ ン グ は
省 略 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １
を 基 板 Ｓ に 実 装 す る 。 基 板 Ｓ 上 に は 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ 及 び 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １
が 形 成 さ れ て い る 。 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン （ 第 １ の ラ ン ド 電 極 ） Ａ １ か ら は 配 線 Ａ ２ が 、 負
極 ラ ン ド パ タ ー ン （ 第 ２ の ラ ン ド 電 極 ） Ｂ １ か ら は 配 線 Ｂ ２ が そ れ ぞ れ 伸 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ と 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ の 外 表
面 に 形 成 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 電 極 ２ 、 ３ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ に は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 （ 本 実 施 形 態 で は 、 各 ４ つ ）
の 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ が 含 ま れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部
電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ は 、 セ ラ ミ ッ ク の 層 １ ０ ａ ～ １ ０ ｇ を 介 し て 対 向 す る よ う に
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ の 端 子 電 極 ２ が 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ の 外 表 面 、 及 び 第 ２ の 端 子 電 極 ３
が 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ の 外 表 面 は い ず れ も 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～
１ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 に 平 行 で あ る 。 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ
ン サ Ｃ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 が 基 板 Ｓ と 平 行
で あ る よ う に 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 電 極 ２ 、 ３ は そ れ ぞ れ 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ の 異 な る 外 表 面 上 で
あ っ て 、 互 い に 対 向 す る 外 表 面 上 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 端 子 電 極 ２ は 、 第 １ の 金 属 端
子 ３ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ た 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る
。 第 ２ の 端 子 電 極 ３ は 、 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ た 負 極 ラ ン ド パ
タ ー ン Ｂ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 、 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と 、 第 １ の
中 間 部 ３ ３ と を 有 す る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ （ よ り 具 体 的
に は 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ の う ち 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ が 形 成 さ れ て
い る 外 表 面 に 平 行 な 面 ） に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 基 板 Ｓ
と 平 行 な 板 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ の 端 子 部 ３ ２ は 、 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ に 機 械 的 に 接
続 さ れ る 。 第 １ の 端 子 部 ３ ２ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 し 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見
て 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 対 向 す る 。 ま た 、 第 １ の 端 子 部 ３ ２ は 、 第 １ の コ ン デ ン
サ 接 続 部 ３ １ 及 び 基 板 Ｓ の 双 方 と 平 行 の 関 係 に あ り 、 第 １ の 端 子 部 ３ ２ を 基 板 Ｓ の ラ ン ド
と 接 続 さ せ る よ う に コ ン デ ン サ を 実 装 し た 場 合 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 基 板 Ｓ と
平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ の 中 間 部 ３ ３ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と を 接 続 す る 。
こ れ に よ り 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と は 、 電 気 的 に も 接 続 さ れ
る 。 第 １ の 中 間 部 ３ ３ は 、 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 伸 び る 板 状 を 呈 し 、 第 １ の コ ン デ
ン サ 接 続 部 ３ １ の 一 端 部 及 び 第 １ の 端 子 部 ３ ２ の 一 端 部 を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ は 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ と 、 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ と 、 第 ２ の
中 間 部 ４ ３ と を 有 す る 。 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 、 第 ２ の 端 子 電 極 ３ （ よ り 具 体 的
に は 、 第 ２ の 端 子 電 極 ３ の う ち 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ が 形 成 さ れ て
い る 外 表 面 に 平 行 な 面 ） に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 、 基 板 Ｓ
と 平 行 な 板 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ は 、 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ に 機 械 的 に 接
続 さ れ る 。 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 し 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見
て 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ と 対 向 す る 。 ま た 、 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ は 、 第 ２ の コ ン デ ン
サ 接 続 部 ４ １ 及 び 基 板 Ｓ の 双 方 と 平 行 の 関 係 に あ り 、 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ を 基 板 Ｓ の ラ ン ド
と 接 続 さ せ る よ う に コ ン デ ン サ を 実 装 し た 場 合 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 基 板 Ｓ と
平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ の 中 間 部 ４ ３ は 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ と 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ と を 接 続 す る 。
こ れ に よ り 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ と 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ と は 、 電 気 的 に も 接 続 さ れ
る 。 第 ２ の 中 間 部 ４ ３ は 、 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 伸 び る 板 状 を 呈 し 、 第 ２ の コ ン デ
ン サ 接 続 部 ４ １ の 一 端 部 及 び 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ の 一 端 部 を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る の は 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン
サ 接 続 部 ３ １ で あ る 。 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 基 板 Ｓ と は 、
平 行 の 関 係 に あ る 。 し た が っ て 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ が 印 加 電 圧 に よ っ て 振 動 し た
場 合 で あ っ て も 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ か ら 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る 振 動
は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 で あ る 。 ま た 、 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 で あ る た め 、 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動
が 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る こ と は 抑 制 さ れ る 。 基 板 の 音 鳴 り に 対 し て
支 配 的 な 振 動 は 、 基 板 に 対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動 で あ る の で 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ
ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン
デ ン サ Ｃ １ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る の は 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ の 第 ２ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ で あ る 。 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ の 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 基 板 Ｓ
と 平 行 で あ る の で 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 振 動 の う ち 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ を 伝 っ て
基 板 Ｓ に 伝 わ る 振 動 は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 で あ る 。 ま た 、 第 ２ の 金 属
端 子 ４ ０ の 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 で あ る た め 、 基 板 Ｓ に 対 し
て 平 行 な 方 向 の 振 動 が 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る こ と は 抑 制 さ れ る 。 そ
の た め 、 第 ２ の 端 子 電 極 ３ か ら 金 属 端 子 ４ ０ を 介 し て 伝 わ る 振 動 も 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な
方 向 の 振 動 で あ る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 端 子 電 極 ３ と 基 板 Ｓ と の 接 続 に 関 し て も 、 基 板 Ｓ
か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 こ の よ う に 金 属 端 子 を 介 し 、 そ の 接 続 の 仕 方 を 工 夫 す る こ と で 音 鳴 り を 低 減 し て
い る た め 、 軟 ら か い 基 板 （ 例 え ば 、 フ レ キ 基 板 、 ガ ラ エ ポ 基 板 な ど ） に コ ン デ ン サ を 実 装
す る の に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 実 装 構 造 は 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 金 属 端 子 ３ ０ 、 ４ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ る
だ け で あ り 、 基 板 Ｓ を 設 計 す る に 際 し 新 た な 制 限 を 設 け る 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 第 １
実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ と な く
音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の 端 子 部 ３ ２ は 基 板 Ｓ に 平 行 で あ り 、 且 つ 、 基 板 Ｓ に 直 交 す
る 方 向 で 見 て 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 対 向 す る 。 ま た 、 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ の 第 ２
の 端 子 部 ４ ２ は 基 板 Ｓ に 平 行 で あ り 、 且 つ 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 ２ の コ ン デ ン
サ 接 続 部 ４ １ と 対 向 す る 。 コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ 、 ４ １ と 端 子 部 ３ ２ 、 ４ ２ と が 対 向 す る
こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 端 子 ３ ０ 、 ４ ０ は 弾 性 力 を 有 す る 。 係 る 弾 性 力 に よ っ て
、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 振 動 が 吸 収 さ れ る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴
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り を よ り 一 層 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向
方 向 が 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る よ う に 、 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ て い る 。 こ の よ う に 実 装 さ れ て い る
場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 の 振 動 は 、 第 １ 及 び 第
２ の 金 属 端 子 ３ ０ 、 ４ ０ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ 、 ４ １ に 対 し て 平 行 と な る 。 そ の た め 、
第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 の 振 動 は 、 金 属 端 子 を 伝 わ り
に く い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 の 第 １ 変 形 例 の 断 面 斜 視 図
を 図 ２ に 、 第 ２ 変 形 例 の 断 面 斜 視 図 を 図 ３ に 示 す 。 第 １ 変 形 例 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン
サ の 実 装 構 造 及 び 第 ２ 変 形 例 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 セ ラ ミ ッ ク コ
ン デ ン サ Ｃ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 が 基 板 Ｓ と
直 交 す る よ う に 実 装 さ れ て い る 点 で 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 実 装 構 造 と は 異 な る 。 第 １ 及 び 第
２ 変 形 例 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 電 極 の う ち 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２
１ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 の 端 に 位 置 す る 面 が そ れ ぞ れ 、 金 属 端 子 ３ ０ 、 ４ ０ の コ ン デ ン サ 接 続
部 と 機 械 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ 変 形 例 で 示 す よ う に 、 金 属 端 子 ３ ０ 、
４ ０ の コ ン デ ン サ 接 続 部 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向
の 両 端 に 位 置 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 電 極 の ２ つ の 面 の う ち の 何 れ の 面 と 接 続 さ れ て も よ
い 。 第 １ 及 び 第 ２ 変 形 例 に お い て も 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 端 子 電 極 と 接 続 さ れ る 金 属
端 子 の コ ン デ ン サ 接 続 部 は 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る た め 、 基 板 の 音 鳴 り を 低 減 す る こ と は 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 図 ２ 、 ３ に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ 内 の セ ラ ミ ッ ク に 相 当 す る 領 域 の ハ ッ
チ ン グ は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ４ を 参 照 し て 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に つ い て 説 明 す
る 。 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 は 、 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ る セ ラ ミ
ッ ク コ ン デ ン サ の 数 の 点 で 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 実 装 構 造 と 相
違 す る 。 図 ４ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図
で あ る 。 図 ４ に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ 、 ２ ０ 内 の セ ラ ミ ッ ク に 相 当 す る 領 域 の ハ
ッ チ ン グ は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 複 数 （ 本 実 施 形 態 で は 、 ２
つ ） の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ を 基 板 Ｓ に 実 装 す る 。 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ ２
は 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 ２ ０ と 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 ２ ０ の 異 な る ２ つ の 外 表 面 に 形 成 さ れ た
複 数 （ 本 実 施 形 態 で は 、 ２ つ ） の 端 子 電 極 ４ 、 ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 ２ ０ に は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 （ 本 実 施 形 態 で は 、 各 ４ つ ）
の 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ ５ ～ １ ８ 、 ２ ５ ～ ２ ８ が 含 ま れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部
電 極 １ ５ ～ １ ８ 、 ２ ５ ～ ２ ８ は 、 セ ラ ミ ッ ク の 層 ２ ０ ａ ～ ２ ０ ｇ を 介 し て 対 向 す る よ う に
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ の 端 子 電 極 ４ が 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 ２ ０ の 外 表 面 、 及 び 第 ２ の 端 子 電 極 ５
が 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 ２ ０ の 外 表 面 は い ず れ も 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ ５ ～
１ ８ 、 ２ ５ ～ ２ ８ の 対 向 方 向 に 平 行 で あ る 。 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ
ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ は い ず れ も 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ 、 １ ５ ～ １
８ 、 ２ ５ ～ ２ ８ の 対 向 方 向 が 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る よ う に 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 電 極 ４ 、 ５ は そ れ ぞ れ 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 ２ ０ の 異 な る 外 表 面 上 で
あ っ て 、 互 い に 対 向 す る 外 表 面 上 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 第 １ の 端 子 電 極 が 、 第 １ の 金 属 端 子 を 介 し て 基 板 上 に 形 成 さ
れ た 第 １ の ラ ン ド 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ 、 ４ が 、 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を
介 し て 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ た 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 各 セ ラ
ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ 、 ５ が 、 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ を 介 し て 基
板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ た 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 す な わ ち 、 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン
サ Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ 及 び セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ ２ の 第 １ の 端 子 電 極 ４ の 双 方 に 機
械 的 に 接 続 さ れ る 。 一 方 、 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ の 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 、 セ ラ ミ
ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ 及 び セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ ２ の 第 ２ の 端 子 電 極
５ の 双 方 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 、 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と 、 第 １ の
中 間 部 ３ ３ と を 有 す る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ 、 ４ に 機 械 的
に 接 続 さ れ る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 す る 。 第 １ の 端
子 部 ３ ２ は 、 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。
第 １ の 端 子 部 ３ ２ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 し 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 １ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 対 向 す る 。 第 １ の 中 間 部 ３ ３ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ の 一
端 部 及 び 第 １ の 端 子 部 ３ ２ の 一 端 部 と そ れ ぞ れ 機 械 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と を 機 械 的 か つ 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ は 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ と 、 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ と 、 第 ２ の
中 間 部 ４ ３ と を 有 す る 。 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 、 第 ２ の 端 子 電 極 ３ 、 ５ に 機 械 的
に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 す る 。 第 ２ の 端
子 部 ４ ２ は 、 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。
第 ２ の 端 子 部 ４ ２ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 し 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 ２ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ と 対 向 す る 。 第 ２ の 中 間 部 ４ ３ は 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ の 一
端 部 及 び 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ の 一 端 部 と そ れ ぞ れ 機 械 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ と 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ と を 機 械 的 か つ 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ 、 ４ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る の は 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １
の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ で あ る 。 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３
１ と 基 板 Ｓ と は 平 行 な の で 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ 、 ４ か ら 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 伝 っ て 基 板
Ｓ に 伝 わ る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 振 動 は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 の
振 動 で あ り 、 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動 が 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝
わ る こ と は 抑 制 さ れ る 。 基 板 Ｓ の 音 鳴 り に 対 し て 支 配 的 な 振 動 は 、 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 な
方 向 の 振 動 で あ る の で 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 基 板
Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン
デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ 、 ５ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ の 第
２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １ は 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ を 伝
っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 振 動 は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直
な 方 向 の 振 動 で あ る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 端 子 電 極 ３ 、 ５ に 関 し て も 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら
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れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ は 、 金 属 端 子 ３ ０ 、 ４ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ に 実 装
さ れ る だ け で あ り 、 基 板 Ｓ を 設 計 す る に 際 し 新 た な 制 限 を 設 け る 必 要 は な い 。 し た が っ て
、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ
と な く 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と は 、 基 板 Ｓ に
直 交 す る 方 向 で 見 て 対 向 す る 。 ま た 、 第 ２ の 金 属 端 子 ４ ０ の 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ４ １
と 第 ２ の 端 子 部 ４ ２ と は 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 対 向 す る 。 し た が っ て 、 第 １ 及 び
第 ２ の 金 属 端 子 ３ ０ 、 ４ ０ は 弾 性 力 を 有 し 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 振 動 を 吸
収 す る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を よ り 一 層 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４
、 １ ５ ～ １ ８ 、 ２ ５ ～ ２ ８ の 対 向 方 向 が 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る よ う に 、 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ て
い る 。 こ の よ う に 実 装 さ れ て い る 場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４
、 １ ５ ～ １ ８ 、 ２ ５ ～ ２ ８ の 対 向 方 向 の 振 動 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 端 子 ３ ０ 、 ４ ０ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ 、 ４ １ に 対 し て 平 行 と な る た め 、 金 属 端 子 を 伝 わ り に く い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ 、 Ｃ ２ が 複 数 実 装 さ れ て お り 、 高 容 量 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 図 ５ を 参 照 し て 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に つ い て 説 明 す
る 。 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 は 、 金 属 端 子 を 介 し て 基 板 に 接
続 さ れ る 端 子 電 極 の 数 の 点 で 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 実 装 構 造 と
相 違 す る 。 図 ５ は 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視
図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ 内 の セ ラ ミ ッ ク に 相 当 す る 領 域 の ハ ッ チ
ン グ は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １
を 基 板 Ｓ に 実 装 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ は 、 基 板 Ｓ 上 に 接 続 さ れ た 第 １ の 金 属 端
子 ３ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ 上 の 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 セ ラ ミ ッ
ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ は 、 基 板 Ｓ 上 の 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ と 機 械 的 に
接 続 さ れ る こ と に よ り 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 、 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と 、 第 １ の
中 間 部 ３ ３ と を 有 す る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ に 機 械 的 に 接
続 さ れ る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 す る 。 第 １ の 端 子 部
３ ２ は 、 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。 第 １
の 端 子 部 ３ ２ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 し 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 １ の コ ン デ
ン サ 接 続 部 ３ １ と 対 向 す る 。 第 １ の 中 間 部 ３ ３ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ の 一 端 部
及 び 第 １ の 端 子 部 ３ ２ の 一 端 部 と そ れ ぞ れ 機 械 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の コ ン デ
ン サ 接 続 部 ３ １ と 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と を 接 続 す る 。 こ れ に よ り 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部
３ １ と 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と は 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る の は 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン
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サ 接 続 部 ３ １ で あ る 。 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 基 板 Ｓ と は 平
行 な の で 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ か ら 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る セ ラ ミ ッ ク
コ ン デ ン サ Ｃ １ の 振 動 は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 で あ り 、 基 板 Ｓ に 対 し て
平 行 な 方 向 の 振 動 が 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る こ と は 抑 制 さ れ る 。 基 板
Ｓ の 音 鳴 り に 対 し て 支 配 的 な 振 動 は 、 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動 で あ る の で 、 第 ３
実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低
減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 金 属 端 子 ３ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ る だ け で
あ り 、 基 板 Ｓ を 設 計 す る に 際 し 新 た な 制 限 を 設 け る 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 第 ３ 実 施 形
態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ と な く 音 鳴 り
を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 第 １ の 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と は 、 基
板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 対 向 す る 。 し た が っ て 、 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ は 弾 性 力 を 有 し 、
セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 振 動 を 吸 収 す る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を
よ り 一 層 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向
方 向 が 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る よ う に 、 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ て い る 。 こ の よ う に 実 装 さ れ て い る
場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 の 振 動 は 、 第 １ の 金 属
端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ に 対 し て 平 行 と な る た め 、 金 属 端 子 を 伝 わ り に く
い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 図 ６ を 参 照 し て 、 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に つ い て 説 明 す
る 。 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 は 、 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ る セ ラ ミ
ッ ク コ ン デ ン サ の 数 の 点 で 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 実 装 構 造 と 相
違 す る 。 図 ６ は 、 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図
で あ る 。 図 ６ に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ 、 ２ ０ 内 の セ ラ ミ ッ ク に 相 当 す る 領 域 の ハ
ッ チ ン グ は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 複 数 （ 本 実 施 形 態 で は 、 ２
つ ） の セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ を 基 板 Ｓ に 実 装 す る 。 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ
１ 、 Ｃ ２ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ 、 ４ が 、 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ た
正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ
ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ 及 び セ ラ ミ ッ ク コ ン デ
ン サ Ｃ ２ の 第 １ の 端 子 電 極 ４ の 双 方 に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 各 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ 、 ５ が 、 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ た
負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ と 機 械 的 に 接 続 さ れ る こ と で 、 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ と 電 気 的
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 、 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と 、 第 １ の
中 間 部 ３ ３ と を 有 す る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ 、 ４ に 機 械 的
に 接 続 さ れ る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 す る 。 第 １ の 端
子 部 ３ ２ は 、 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。
第 １ の 端 子 部 ３ ２ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 し 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 １ の コ
ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 対 向 す る 。 第 １ の 中 間 部 ３ ３ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ の 一
端 部 及 び 第 １ の 端 子 部 ３ ２ の 一 端 部 と そ れ ぞ れ 機 械 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の コ
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ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と を 機 械 的 且 つ 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ 、 ４ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る の は 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １
の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ で あ る 。 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 基
板 Ｓ と は 平 行 な の で 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ 、 ４ か ら 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝
わ る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 振 動 は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 で
あ り 、 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動 が 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る こ
と は 抑 制 さ れ る 。 基 板 Ｓ の 音 鳴 り に 対 し て 支 配 的 な 振 動 は 、 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 な 方 向 の
振 動 で あ る の で 、 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 基 板 Ｓ か ら
発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ は 、 金 属 端 子 ３ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ る
だ け で あ り 、 基 板 Ｓ を 設 計 す る に 際 し 新 た な 制 限 を 設 け る 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 第 ４
実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ と な く
音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ３ １ と 第 １ の 端 子 部 ３ ２ と は 、 基 板 Ｓ に
直 交 す る 方 向 で 見 て 対 向 す る 。 し た が っ て 、 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ は 弾 性 力 を 有 し 、 セ ラ ミ
ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ の 振 動 を 吸 収 す る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を
よ り 一 層 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ 、 Ｃ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４
、 １ ５ ～ １ ８ 、 ２ ５ ～ ２ ８ の 対 向 方 向 が 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る よ う に 、 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ て
い る 。 こ の よ う に 実 装 さ れ て い る 場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４
、 １ ５ ～ １ ８ 、 ２ ５ ～ ２ ８ の 対 向 方 向 の 振 動 は 、 第 １ の 金 属 端 子 ３ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ
接 続 部 ３ １ に 対 し て 平 行 と な る た め 、 金 属 端 子 を 伝 わ り に く い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ 、 Ｃ ２ が 複 数 実 装 さ れ て お り 、 高 容 量 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ 第 ５ 実 施 形 態 ）
　 図 ７ を 参 照 し て 、 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に つ い て 説 明 す
る 。 図 ７ は 、 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ
る 。 図 ７ に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ 内 の セ ラ ミ ッ ク に 相 当 す る 領 域 の ハ ッ チ ン グ は
省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １
を 基 板 Ｓ に 実 装 す る 。 基 板 Ｓ 上 に は 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ １ 、 Ａ １ ２ 及 び 負 極 ラ ン ド パ
タ ー ン Ｂ １ が 形 成 さ れ て い る 。 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ １ 、 Ａ １ ２ は 、 負 極 ラ ン ド パ タ ー
ン Ｂ １ を 間 に 挟 む よ う に 位 置 し て い る 。 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン （ 第 １ の ラ ン ド ） Ａ １ １ か ら
は 配 線 Ａ ２ １ が 、 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン （ 第 １ の ラ ン ド ） Ａ １ ２ か ら は 配 線 Ａ ２ ２ が 、 負 極
ラ ン ド パ タ ー ン （ 第 ２ の ラ ン ド ） Ｂ １ か ら は 配 線 Ｂ ２ が そ れ ぞ れ 伸 び て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ は 、 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ
上 に 形 成 さ れ た 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ １ 、 Ａ １ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 セ ラ ミ ッ
ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ は 、 第 ２ の 金 属 端 子 ６ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ
れ た 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 、 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ
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と 、 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ａ 、 ５ ３ ｂ と を 有 す る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ は 、 第 １ の 端
子 電 極 ２ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を
呈 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ は 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ １ に 、 第 １ の
端 子 部 ５ ２ ｂ は 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ ２ に そ れ ぞ れ 機 械 的 に
接 続 さ れ る 。 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ は い ず れ も 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 し 、 基 板
Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 対 向 す る 。 ま た 、 第 １ の 端 子 部 ５
２ ａ 、 ５ ２ ｂ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ 及 び 基 板 Ｓ の 双 方 と 平 行 の 関 係 に あ り 、 第
１ の 端 子 部 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ を 基 板 Ｓ の ラ ン ド と 接 続 さ せ る よ う に コ ン デ ン サ を 実 装 し た 場
合 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ は 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ａ は 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ と を 、 第 １ の
中 間 部 ５ ３ ｂ は 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ｂ と を そ れ ぞ れ 接 続 す る
。 こ れ に よ り 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ と が 電 気 的 に
接 続 さ れ る 。 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ａ 、 ５ ３ ｂ は い ず れ も 、 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 伸 び
る 板 状 を 呈 す る 。 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ａ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ の 一 端 部 及 び 第 １
の 端 子 部 ５ ２ ａ の 一 端 部 を 接 続 す る 。 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ｂ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５
１ の 他 端 部 及 び 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ｂ の 一 端 部 を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 第 ２ の 金 属 端 子 ６ ０ は 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ と 、 第 ２ の 端 子 部 ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ
と 、 第 ２ の 中 間 部 ６ ３ ａ 、 ６ ３ ｂ と を 有 す る 。 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ は 、 第 ２ の 端
子 電 極 ３ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を
呈 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 第 ２ の 端 子 部 ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ は 、 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ に
機 械 的 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の 端 子 部 ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ は い ず れ も 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈
し 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ と 対 向 す る 。 ま た 、 第 ２ の
端 子 部 ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ は い ず れ も 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ 及 び 基 板 Ｓ の 双 方 と 平 行
の 関 係 に あ り 、 第 ２ の 端 子 部 ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ を 基 板 Ｓ の ラ ン ド と 接 続 さ せ る よ う に コ ン デ
ン サ を 実 装 し た 場 合 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ は 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 第 ２ の 中 間 部 ６ ３ ａ は 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ と 第 ２ の 端 子 部 ６ ２ ａ と を 、 第 ２ の
中 間 部 ６ ３ ｂ は 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ と 第 ２ の 端 子 部 ６ ２ ｂ と を そ れ ぞ れ 電 気 的 に
接 続 す る 。 第 ２ の 中 間 部 ６ ３ ａ 、 ６ ３ ｂ は い ず れ も 、 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 伸 び る
板 状 を 呈 す る 。 第 ２ の 中 間 部 ６ ３ ａ は 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １ の 一 端 部 及 び 第 ２ の
端 子 部 ６ ２ ａ の 一 端 部 を 接 続 す る 。 第 ２ の 中 間 部 ６ ３ ｂ は 、 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ６ １
の 他 端 部 及 び 第 ２ の 端 子 部 ６ ２ ｂ の 一 端 部 を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る の は 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ の 第 １ の コ ン デ ン
サ 接 続 部 ５ １ で あ る 。 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 基 板 Ｓ と は 平
行 な の で 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ か ら 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る セ ラ ミ ッ ク
コ ン デ ン サ Ｃ １ の 振 動 は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 で あ り 、 基 板 Ｓ に 対 し て
平 行 な 方 向 の 振 動 が 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る こ と は 抑 制 さ れ る 。 基 板
Ｓ の 音 鳴 り に 対 し て 支 配 的 な 振 動 は 、 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動 で あ る の で 、 第 ５
実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低
減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン
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デ ン サ Ｃ １ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 金 属 端 子 ６ ０ の 第 ２ の コ ン デ
ン サ 接 続 部 ６ １ は 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 金 属 端 子 ６ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ
に 伝 わ る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 振 動 は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 で あ
る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 端 子 電 極 ３ に 関 し て も 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低 減 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 金 属 端 子 ５ ０ 、 ６ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ る
だ け で あ り 、 基 板 Ｓ を 設 計 す る に 際 し 新 た な 制 限 を 設 け る 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 第 ５
実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ と な く
音 鳴 り を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ と は
、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 対 向 す る 。 ま た 、 第 ２ の 金 属 端 子 ６ ０ の 第 ２ の コ ン デ ン サ
接 続 部 ６ １ と 第 ２ の 端 子 部 ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ と は 、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 対 向 す る 。
し た が っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 端 子 ５ ０ 、 ６ ０ は 弾 性 力 を 有 し 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ の 振 動 を 吸 収 す る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を よ り 一 層 低 減 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向
方 向 が 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る よ う に 、 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ て い る 。 こ の よ う に 実 装 さ れ て い る
場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 の 振 動 は 、 第 １ 及 び 第
２ の 金 属 端 子 ５ ０ 、 ６ ０ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ 、 ６ １ に 対 し て 平 行 と な る た め 、 金 属 端
子 を 伝 わ り に く い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
（ 第 ６ 実 施 形 態 ）
　 図 ８ を 参 照 し て 、 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に つ い て 説 明 す
る 。 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 は 、 金 属 端 子 を 介 し て 基 板 に 接
続 さ れ る 端 子 電 極 の 数 の 点 で 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 実 装 構 造 と
相 違 す る 。 図 ８ は 、 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視
図 で あ る 。 図 ８ に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 １ ０ 内 の セ ラ ミ ッ ク に 相 当 す る 領 域 の ハ ッ チ
ン グ は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １
を 基 板 Ｓ に 実 装 す る 。 基 板 Ｓ 上 に は 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ １ 、 Ａ １ ２ 及 び 負 極 ラ ン ド パ
タ ー ン Ｂ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ は 、 基 板 Ｓ 上 に 接 続 さ れ た 第 １ の 金 属 端
子 ５ ０ を 介 し て 基 板 上 の 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ １ 、 Ａ １ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 第 ２ の 端 子 電 極 ３ は 、 基 板 Ｓ 上 の 負 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ｂ １ と
機 械 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 、 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ
と 、 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ａ 、 ５ ３ ｂ と を 有 す る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ は 、 第 １ の 端
子 電 極 ２ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ は 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を
呈 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ は 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ １ に 、 第 １ の
端 子 部 ５ ２ ｂ は 基 板 Ｓ 上 に 形 成 さ れ て い る 正 極 ラ ン ド パ タ ー ン Ａ １ ２ に そ れ ぞ れ 機 械 的 に
接 続 さ れ る 。 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ は い ず れ も 、 基 板 Ｓ と 平 行 な 板 状 を 呈 し 、 基 板
Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 対 向 す る 。
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【 ０ ０ ９ ２ 】
　 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ａ は 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ と を 、 第 １ の
中 間 部 ５ ３ ｂ は 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ｂ と を そ れ ぞ れ 電 気 的 に
接 続 す る 。 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ａ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ の 一 端 部 及 び 第 １ の 端 子
部 ５ ２ ａ の 一 端 部 を 接 続 す る 。 第 １ の 中 間 部 ５ ３ ｂ は 、 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ の 他
端 部 及 び 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ｂ の 一 端 部 を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ
Ｃ １ の 第 １ の 端 子 電 極 ２ に 機 械 的 に 接 続 さ れ る の は 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ の 第 １ の コ ン デ ン
サ 接 続 部 ５ １ で あ る 。 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 基 板 Ｓ と は 平
行 な の で 、 第 １ の 端 子 電 極 ２ か ら 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る セ ラ ミ ッ ク
コ ン デ ン サ Ｃ １ の 振 動 は 、 主 に 基 板 Ｓ に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 振 動 で あ り 、 基 板 Ｓ に 対 し て
平 行 な 方 向 の 振 動 が 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ を 伝 っ て 基 板 Ｓ に 伝 わ る こ と は 抑 制 さ れ る 。 基 板
Ｓ の 音 鳴 り に 対 し て 支 配 的 な 振 動 は 、 基 板 Ｓ に 対 し て 平 行 な 方 向 の 振 動 で あ る の で 、 第 ６
実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴 り を 低
減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 金 属 端 子 ５ ０ を 介 し て 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ る だ け で
あ り 、 基 板 Ｓ を 設 計 す る に 際 し 新 た な 制 限 を 設 け る 必 要 は な い 。 し た が っ て 、 第 ６ 実 施 形
態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 で は 、 設 計 の 自 由 度 を 低 減 す る こ と な く 音 鳴 り
を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ の 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ と 第 １ の 端 子 部 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ と は
、 基 板 Ｓ に 直 交 す る 方 向 で 見 て 対 向 す る 。 し た が っ て 、 第 １ の 金 属 端 子 ５ ０ は 弾 性 力 を 有
し 、 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ の 振 動 を 吸 収 す る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｓ か ら 発 せ ら れ る 音 鳴
り を よ り 一 層 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向
方 向 が 基 板 Ｓ と 平 行 で あ る よ う に 、 基 板 Ｓ に 実 装 さ れ て い る 。 こ の よ う に 実 装 さ れ て い る
場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 １ １ ～ １ ４ 、 ２ １ ～ ２ ４ の 対 向 方 向 の 振 動 は 、 第 １ 及 び 第
２ の 金 属 端 子 ５ ０ 、 ６ ０ の コ ン デ ン サ 接 続 部 ５ １ 、 ６ １ に 対 し て 平 行 と な る た め 、 金 属 端
子 を 伝 わ り に く い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 及 び
変 形 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 部 電 極 の 数 は 上 記 し た 数 に
限 ら れ な い 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 電 極 の 数 は 上 記 し た 数 に 限 ら れ な い 。 ま た 、 セ ラ
ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 数 は 上 記 し た 数 に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 端 子 の 形 状 は 上 記 し た 形 状 に 限 ら ず 、 例 え ば 端 子 部 及 び 中 間
部 が 一 体 と な っ た 形 状 （ 例 え ば １ 枚 の 板 状 ） で あ っ て も よ い 。 あ る い は 、 例 え ば コ ン デ ン
サ 接 続 部 と 端 子 部 と が 対 向 す る 部 分 を 有 す る こ と な く 平 行 と な っ て い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 の 第 １ 変 形 例 を 示 す 断 面 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 断 面 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 実 装 構 造 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ０ 】
Ｃ １ 、 Ｃ ２ … セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ 、 ２ 、 ４ … 第 １ の 端 子 電 極 、 ３ 、 ５ … 第 ２ の 端 子 電 極
、 １ ０ 、 ２ ０ … セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 、 １ １ ～ １ ８ … 第 １ の 内 部 電 極 、 ２ １ ～ ２ ８ … 第 ２ の 内
部 電 極 、 ３ ０ 、 ５ ０ … 第 １ の 金 属 端 子 、 ３ １ 、 ５ １ … 第 １ の コ ン デ ン サ 接 続 部 、 ３ ２ 、 ５
２ ａ 、 ５ ２ ｂ … 第 １ の 端 子 部 、 ３ ３ 、 ５ ３ ａ 、 ５ ３ ｂ … 第 １ の 中 間 部 、 ４ ０ 、 ６ ０ … 第 ２
の 金 属 端 子 、 ４ １ 、 ６ １ … 第 ２ の コ ン デ ン サ 接 続 部 、 ４ ２ 、 ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ … 第 ２ の 端 子
部 、 ４ ３ 、 ６ ３ ａ 、 ６ ３ ｂ … 第 ２ の 中 間 部 、 Ｓ … 基 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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